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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 
総人口　52,249人（15） 

　男　　24,443人（13） 

　女　　27,806人（　2） 

世帯数　22,453　（　4） 
10月1日現在 （　）は前月比 

夢にときめけ ! 明日にきらめけ ! 
　住吉小学校では、昼食後のひとときを、

6年生親子による寸劇で楽しませてく

れました。 

（「住吉小運動会」P7関連記事） 
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豊 
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平
成
十
九
年
四
月
田
代
東
・
田

代
西
集
落
が
統
合
し
て
、
新
た
に

発
足
し
た
田
代
自
治
会
。
東
市
来

地
域
の
北
東
に
位
置
し
、
平
成
二

十
年
十
月
一
日
現
在
で
百
七
十
三

世
帯
、
四
百
三
十
三
人
が
暮
ら
し

て
い
ま
す
。 

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
地
域
で
す
が
、

自
治
会
が
統
合
し
て
丸
一
年
が
た
ち
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
自
治
会
活
動
や

伝
統
芸
能
、
ま
た
、
上
市
来
校
区

全
体
で
の
活
動
な
ど
に
、
地
域
住

民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

地
域
全
体
を
「
和
」
の
心
で
盛
り
上
げ
る 

田
代
自
治
会（
東
市
来
地
域
） 

た
　
し
ろ 

田代自治会 
（東市来地域） 

▲夏休み期間中の朝読み 

▲重平山登山 

▲農村振興大会 ▲石神正明会長 

か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
、
田
代

自
治
会
。
平
成
十
九
年
四
月
に

田
代
東
・
田
代
西
集
落
が
統
合
し
て

二
年
目
に
入
り
、
自
治
会
活
動
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
全
体
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

月
は
、
田
代
集
落
の
営
農
に
つ

い
て
活
動
発
表
を
行
う
集
落
の

農
村
振
興
大
会
を
開
催
。
地
域
外
か

ら
講
師
を
招
き
営
農
等
に
つ
い
て
、

講
演
な
ど
を
し
ま
す
。
八
月
十
四
日

に
は
、
青
壮
年
部
が
中
心
と
な
り
夏

祭
り
を
開
催
。
こ
の
夏
祭
り
に
は
、

お
盆
に
帰
省
さ
れ
た
方
な
ど
、
地
区

内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
ま

す
。 

成
会
活
動
も
盛
ん
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
毎
年
夏
休
み
期
間
中

は
、
毎
朝
ラ
ジ
オ
体
操
の
後
、
地
域

の
有
線
放
送
設
備
を
利
用
し
、
一
人
、

二
分
程
度
一
日
、
二
人
か
ら
三
人
、

朝
読
み
活
動
を
し
ま
す
。
こ
の
と
き

は
、
各
家
庭
で
練
習
を
し
て
き
ま
す
。

ま
た
、
集
落
の
み
な
さ
ん
が
、
こ
の

放
送
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

年
、
十
一
月
の
第
三
土
曜
日
に

重
平
山
登
山
と
地
域
の
史
跡
を

め
ぐ
る
歩
こ
う
会
を
行
い
ま
す
。
こ

の
登
山
の
前
に
は
、
自
治
会
で
集
落

林
の
手
入
れ
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。 

主
防
災
組
織
の
活
動
は
、
年
二

回
行
わ
れ
、
八
月
に
は
市
消
防

本
部
か
ら
職
員
を
招
き
消
火
器
訓
練

お
よ
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
を
使
っ
た
救
命
救
急
訓
練
、

ま
た
、
二
月
に
は
、
東
市
来
分
団
指

導
に
よ
る
、
消
火
栓
を
使
っ
た
放
水

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

の
ほ
か
に
も
、
五
月
に
伊
勢
神

社
と
智
賀
尾
（
ち
か
お
）
神
社

に
奉
納
さ
れ
る
伝
統
行
事
の
棒
踊
り

や
集
落
運
動
会
、
敬
老
会
、
健
康
づ

く
り
の
た
め
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
な
ど
を
開
催
。
ま
た
、
二
年
ご

と
に
行
わ
れ
る
一
日
研
修
旅
行
な
ど

地
域
全
体
の
「
和
」
を
大
切
に
し
、

親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。 

れ
か
ら
も
、
地
域
の
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
一
体
と
な
り

伝
統
・
文
化
・
自
然
を
生
か
し
た
、

田
代
興
し
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
開
催
し
て
行
き
た
い
で
す
。 

六 育 

毎 自 

こ 

市の面積　253.06㎞2



　高齢者は３つの不安「お金」「健康」「孤独」を持ってい
ると言われています。悪質業者は言葉巧みにこれらの不安を
あおり、親切にして信用させ、年金・貯蓄など大切な財産を
狙っています。 
　日置市にも高齢者を狙った悪質商法による被害や苦情の相
談が多く寄せられています。平成20年４月から９月までの６
ヵ月間に寄せられた相談件数は76件で、このうち65歳以上の

高齢者からの相談は36件と多く、消費者トラブルに結びつきやすい訪問販売や電話勧誘
販売の相談が半数以上を占めています。 
　高齢者は、自宅にいることが多いことから、これらの悪質商法による被害が多いのも
特徴です。 
　トラブルに遭わないためには、きっぱり断ることが重要です。おかしいと思ったらひ
とりで悩まず相談しましょう。 

◎　突然訪問してきて、その場で契約を迫るような業者や、次々に契約させる業者には
注意しましょう。 

◎　工事を依頼する際は、他の業者からの見積りをとるなど、十分に検討しましょう。 
◎　健康食品は、医薬品ではないので、「病気が治る」「病気の予防になる」などの誤
った認識を持たないようにしましょう。 

◎　必要なければ、はっきりと断りましょう。 
◎　疑問や不安を感じたら、早めに相談しましょう。 

　「屋根の点検に来ました」「無料で耐震
診断をします」などと言って来訪し、点検

後「このままでは大変なことになる」と消費者の不安を
あおり、高額な『屋根工事』や『耐震補強金具の設置』
などの契約を迫ります。 
 

　「ガンが治る」「足の痛みがとれる」な
どと説明し、健康に不安を持つ消費者の心

理につけ込み『健康食品』や『電気治療器』などの契約
を迫ります。 
 
【訪問販売による相談の多い商品・サービス】 

健康食品、電気治療器具、床下換気扇、床下調湿剤、瓦の塗装工事、消火器など 

悪 質 な 訪 問 販 売 

ケース 1

ケース 2

　投資心理につけ込み「近々上場する」
「絶対儲かる」などと言って『未公開株』

や『商品先物取引』などの契約を迫ります。 
 

　健康の不安につけ込み「治療効果があ
る」「病気の予防になる」などと言って

『健康食品』や『浄水器』などの契約を迫まります。 
 

【電話勧誘販売による相談の多い商品・サービス】 

未公開株、商品先物取引、分譲マンション、紳士録、健康食品など 

　訪問販売や電話勧誘販売等でいったん申し込みや契約をした場合でも、必要ないと考
えた場合には、契約の内容を明らかにした書面の交付を受けた日から一定期間は、無条
件で申し込みの撤回や契約の解除ができるクーリング・オフ制度があります。 
　クーリング・オフ期間を過ぎていても、状況によってはクーリング・オフができたり、
契約を取消しできる場合もありますので、あきらめずに話し合うことが大切です。おか
しいと思ったらひとりで悩まず相談しましょう。 

悪 質 な 電 話 勧 誘 販 売 

ケース 1

ケース 2

ア　ド　バ　イ　ス 

◎　「必ず儲かる」などといった言葉に惑わされないようにしましょう。「株」や「商
品先物取引」は専門的知識が必要です。 
◎　あいまいな返事（「結構です」「いいです」など）を都合よくとらえて強引に契約
する場合もあります。不要な場合は「必要ない」「いらない」とはっきり断りましょう。 
◎　事業者の説明をうのみにしないようにしましょう。 
◎　しつこい勧誘は毅然と断りましょう。 

【消費生活相談窓口】 

本 庁 商 工 観 光 課　273－2111 
東市来支所地域振興課　274－2111 
日吉支所地域振興課　292－2111 
吹上支所地域振興課　296－2111

※祝祭日を除く毎週
月・水・金曜日は、消
費生活相談員が対応し
ます。（本庁商工観光
課） 

ア　ド　バ　イ　ス 

○申し込みや契約をした場合でも…… 

高齢者を狙う悪質商法にご用心!



　11月９日（日）から15日（土）まで、「火のしまつ　君がしなくて　誰がする」を合言葉に、秋の火災
予防運動が実施されます。 
　この運動は、火災が発生しやすい時季に、一人ひとりが火災予防の知識を持ち、それを実践することに
より火災の発生を防ぐことと、火災による死傷事故や財産の損失を防ぐことを目的に毎年全国的に実施し
ているものです。 
　日置市消防本部でも、この期間中に ＊消防車両等による広報活動 ＊事業所等の防火訓練 ＊独居老人宅
の防火指導 ＊予防査察（立ち入り検査）等の行事を行います。 

　次の方々が受賞されました（敬称略）。おめでとうございます。 
　入賞作品は秋の全国火災予防週間中に、「プラッセだいわ伊集院店」に展示されます。 

CALL 119

平成20年度 日置市防火ポスターコンクール 

伊集院小 １年 
清水　廣栄 

妙円寺小 ６年 
上江　愛 

上市来中 ３年 
福田　美優 

金　　賞 
銀賞 伊 作 小 ３年　山口　佑太 

伊 作 小 ５年　本山　右京 
上市来中 ２年　大迫　彩香 
 

銅賞 伊 作 小 ２年　岩切　龍海 
上市来小 ５年　大迫　淳美 
日 吉 中 ２年　内田　有紀 
 

入選 伊集院小 １年　岩井田友香 
湯 田 小 ４年　星名　輝織 
上市来中 １年　福田　優麻 

　県内や日置市内で『たき火』『野焼き』が原因とな
る火災が多く発生しています。 
《たき火・野焼きを行う場合は》 
（1）必ず消防署や分遣所へ連絡・届出を行いましょう。 
（2）枯草焼き等は、万が一のために二人以上で行いま
しょう。 

　　＊消火の準備を忘れずに 
（3）森林法に基づく広範囲の火入れは、市長の許可が
必要になります。 

　日置市内の各自治会長にお願いし、住宅用火災警報器の設置状況を調査しましたところ結果は以下
のとおりでした。自分の命を守るため、また家族の命を守るためにも早期設置をお願いします。 

　なお、日吉地域の帆之港自治会と、吹上地域の小野自治会は、設
置率100％でした。 

　緊急性がないのに、救急車を利用する人が増えてい
ます。 
　このままでは、本当に救急車を必要とする人が利用
できなくなる場合がありますので、救急車の適正利用
について、市民の皆様の御理解と御協力をお願いいた
します。 

東市来地域 

伊集院地域 

日 吉 地 域  

吹 上 地 域  

日置市全体 

世帯数 設置世帯数 設置率 回答率 

5,613 

9,874 

2,488 

4,479 

22,454

1,487 

1,579 

751 

748 

4,565

26.49％ 

15.99％ 

30.18％ 

16.35％ 

20.33％ 

62.56％ 

76.48％ 

88.50％ 

47.86％ 

69.00％ 

平成20年9月30日現在 

《煙感知器とは》 
　火災が発生したとき、自動的
に煙を感知して「警報音」や「音
声」又は「光」で、住宅内に居
る人に、いち早く知らせる器具
です。 

悪質訪問販売に 
ご用心!!

　住宅用火災警報器の設置が義務付けられたことに伴い、悪質

な訪問販売が多く発生しています。おかしいと感じたら、すぐ

に自分で決めずに家族や近所の方々に相談しましょう。 



　
九
月
、
市
内
の
小
学
校
・
中
学
校

の
運
動
会
が
各
学
校
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

　
雨
の
中
行
わ
れ
た
運
動
会
も
あ
り

ま
し
た
が
、
児
童
・
生
徒
た
ち
は
、

先
生
や
保
護
者
の
声
援
を
受
け
な
が

ら
、
最
後
ま
で
一
生
懸
命
各
競
技
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
な
お
、
今
回
の
運
動
会
は
一
部
抜

粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

　
上
市
来
小
・
中
学
校
の
合
同
運
動
会
が
九
月
二
十

一
日
、
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
児
童
生
徒
に
加
え
て
同
中
昭
和
三
十
七
年
卒
業
生

も
還
暦
同
窓
会
と
し
て
参
加
。
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
、
様
々
な
種
目
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
住
吉
小
学
校
で
九
月
二
十
八
日
、
秋
季
大
運
動
会
が
行

わ
れ
、
雨
の
降
る
中
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
競
技
し
て
い
ま

し
た
。 

　
家
族
リ
レ
ー
で
は
、
園
児
か
ら
小
学
生
、
お
母
さ
ん
、

お
父
さ
ん
へ
と
バ
ト
ン
が
手
渡
さ
れ
、
家
族
み
ん
な
で
が

ん
ば
り
ま
し
た
。
　 

　
ま
た
、
六
年
生
親
子
に
よ
る
種
目
「
夢
に
と
き
め
け
！

明
日
に
き
ら
め
け
！
」
で
は
、お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん
が
、学

生
服
を
着
て
登
場
し
、
観
客
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
美
山
小
学
校
で
九
月
二

十
八
日
、
運
動
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
運
動
会
は
、
友
愛
学
園
、

地
域
の
方
な
ど
も
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
す
。 

　
残
念
な
こ
と
に
途
中
か

ら
雨
が
降
り
、
競
技
順
の

変
更
や
競
技
の
中
止
が
あ

り
ま
し
た
。 

　
午
後
か
ら
は
、
体
育
館

に
場
所
を
変
更
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
永
吉
小
で
は
九
月
二
十

八
日
、「
チ
ェ
ス
ト
白
!

連
覇
だ
紅
!
今
年
も
熱

い
ぞ
　
永
吉
魂
!!
」
を

テ
ー
マ
に
第
六
十
二
回
運

動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
一
年
生
七
人
と
来
賓
が

ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
し
、
勝
て

ば
水
を
入
れ
ら
れ
る
「
ジ

ャ
ン
ケ
ン
水
入
れ
」
で
は
、

な
か
な
か
勝
て
ず
に
水
が

溜
ま
っ
て
行
か
な
い
チ
ー

ム
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
扇
尾
小
学
校
大
運
動
会
が
九
月
二
十
八
日
開
催
さ
れ
、

地
域
と
一
つ
に
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
種
目
が
行
わ
れ
、
み

ん
な
一
生
懸
命
に
競
技
し
て
い
ま
し
た
。 

　
全
校
児
童
に
よ
る
一
輪
車
サ
ー
カ
ス
「
扇
尾
の
海
賊
」

で
は
、
一
輪
車
に
乗
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
技
を
披
露
し
、
会

場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。 

　
伊
作
小
で
は
九
月
二
十
八
日
、「
転
ん
で
も
立
ち
上
が
る

ん
だ
紅
と
白
」
を
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
運
動
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
　 

　
五
年
生
全
員
に
よ
る
表
現
「
伊
作
ソ
ー
ラ
ン
」
で
は
、

雨
で
ぬ
か
っ
た
校
庭
で
の
演
技
で
し
た
が
、
機
敏
な
動
作

に
拍
手
が
送
ら
れ
、
終
わ
る
と
同
時
に
、
上
空
が
一
時
薄

曇
り
と
な
り
雨
雲
を
取
り
去
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
伊
集
院
小
学
校
で
、
秋

季
大
運
動
会
が
九
月
二
十

八
日
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
台
風
の
余

波
も
あ
り
、
朝
か
ら
あ
い

に
く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
短
距
離
走
や
綱
引
き

な
ど
、
生
徒
は
び
し
ょ
濡

れ
に
な
り
な
が
ら
も
元
気

い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
し
た
。 

　
伊
集
院
中
学
校
で
第
六
十
二
回
体
育
大
会
が
九
月
十
四
日
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

　
朝
か
ら
降
り
続
く
雨
の
影
響
で
一
部
中
止
さ
れ
た
種
目
も
あ
り
ま
し
た
が
、

生
徒
は
一
生
懸
命
競
技
を
続
け
、
応
援
合
戦
で
は
熱
の
こ
も
っ
た
応
援
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

日　置　市 

小・中学　校運動会 
上
市
来
小
・
中 

伊
集
院
中 

永
吉
小 

住
吉
小 

扇
尾
小 

伊
作
小 

美
山
小 

伊
集
院
小 

▲雨の中の入場行進 

▲応援演舞 

６
年
生
の
綱
引 

▲相撲体操 

▲
 

伊
小
っ
子
ソ
ー
ラ
ン 

▲伊集院ダービー 

▲
 



い
つ
ま
で
も
お
元
気
で 

宝
く
じ
助
成
事
業
で
地
域
活
動
推
進
設
備
を
購
入
！ 

宮
脇
自
治
会 

み
ん
な
で
す
す
め
よ
う
交
通
安
全 

全
国
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊 

　
市
で
は
、
敬
老
の
日
（
九
月
十
五

日
）
を
前
に
九
月
十
二
日
、
市
長
を

は
じ
め
関
係
者
が
市
内
の
百
歳
以
上

の
方
々
を
訪
問
。
敬
老
金
と
記
念
品

を
贈
り
、
長
寿
を
祝
福
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
市
内
の
各
自
治
会
で
は
、

こ
の
敬
老
の
日
に
、
趣
向
を
こ
ら
し

た
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
宝
く
じ
の
事
業
収
入
を
利
用
し
た

「
平
成
二
十
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
」
で
宮
脇
自
治
会
が
自
治
会

活
動
を
推
進
す
る
設
備
を
購
入
し
ま

し
た
。 

　
今
回
の
助
成
で
は
、
机
や
い
す
・

カ
ラ
オ
ケ
設
備
一
式
な
ど
を
購
入
。

高
齢
化
が
進
む
一
方
、
若
い
転
入
者

も
多
い
同
自
治
会
の
一
体
化
と
活
性

化
に
活
用
さ
れ
ま
す
。 

　
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
こ
の
よ
う

に
還
元
さ
れ
、
地
域
づ
く
り
に
役
立

っ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
二
十
年
度
交
通
安
全
啓
発
全

国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達

式
が
八
月
二
十
八
日
、
吹
上
支
所
で

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
「
み
ん
な
で
す
す
め
よ
う

交
通
安
全
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、各
種

事
故
防
止
対
策
活
動
の
一
環
と
し
て

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
活
動
な
ど
に
よ
る
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。 

　
伝
達
式
に
は
、
交
通
安
全
母
の
会

会
員
な
ど
約
二
十
名
が
出
席
し
、
内

閣
府
特
命
担
当
大
臣
か
ら
の
交
通
安

全
対
策
の
一
層
の
推
進
に
つ
い
て
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
横
山
副
市
長
へ
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
れ
に
対
し
て
、
副
市
長
が
「
本

日
頂
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
励
み
に
各

機
関
と
今
ま
で
以
上
に
協
力
し
、
本

市
か
ら
悲
惨
な
交
通
事
故
が
一
件
で

も
減
ら
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
皆
様
、
交

通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
活
躍
さ
れ

ま
す
よ
う
祈
念
し
ま
す
」
と
激
励
の

こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。 

道
路
の
美
化
作
業
に
貢
献 

道
路
愛
護 

　
道
路
愛
護
に
功
績
が
あ
っ
た
と
し

て
河
野
喜
三
郎
さ
ん
（
伊
集
院
町
徳

重
）
が
八
月
二
十
八
日
、
県
知
事
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。 

　
河
野
さ
ん
は
、
平
成
五
年
に
建
設

会
社
を
退
職
し
て
か
ら
約
五
年
間
は
、

旧
三
町
（
伊
集
院
、
東
市
来
、
日
吉
）

の
国
道
、
県
道
、
町
道
を
自
家
用
車

で
、
そ
の
後
は
、
歩
い
て
伊
集
院
駅

を
中
心
と
し
た
約
二
㌔
四
方
の
地
域

を
県
道
、
市
道
を
中
心
に
雨
天
時
を

除
き
ほ
ぼ
毎
日
不
法
投
棄
さ
れ
た
空

き
缶
や
ゴ
ミ
な
ど
を
回
収
、
清
掃
し

道
路
美
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。 

「電話による税務相談の集中化」について 
　平成20年11月４日（火）から、納税者の方からの電話による国税に関する一般的な相談を、「電話相談セン
ター」に集中化することにいたしました。 
　税務署の代表電話におかけいただいた電話は、自動音声によりご案内いたします。 
 
＊　電話料金については、おかけになった税務署までの通話料金でご利用いただけます。 
＊　平成20年10月末までは、税務相談室分室の直通電話もご利用いただけます 
＊　具体的な書類を確認する必要があるような個別的なご相談は、事前にご予約をいただいた上で、税務署の  
　担当部門でお受けしています。 

詳しくは、税務署へお尋ねください。 
伊集院税務署　電話099－273－2541

週１回など、できる範囲で通勤手段を車からバス、電車などに変えてみる、地球環境にも、
おサイフにも、貴方の身体にも優しい取り組みです。 

エコ通勤 
とは 

平成19年度に実施した社会実験では43企業1,067人に御参加いただきました。 

　今年度は環境省の事業に
採択され、「低炭素都市」
の実現に向けて、エコ通勤
に本格的に取り組みます。 
　１人でも多くの県民のみ
なさんの積極的な御参加を
お願いします!

　＜お問い合わせ先＞ 
「鹿児島都市圏地球温暖化防止交通対策協議会」事務局（県交通政策課内） 
   Tel：099－286－2455 　ホームページ：http://www.pref.kagoshima.jp/soshiki/kikaku/honcho/kotsu.html

１人あたりの 
CO2排出量 
（kg-CO2） 

期間中103,692kg-CO2、 
１年間の換算では 
622,153kg-CO2削減 
１人あたりにすると、 
583.1kg-CO2を削減 

エコ通勤前 
エコ通勤前：鹿児島県１人あたりの排出量（2002年） 
エコ通勤後：参加者１人あたりの削減量を引いた値 

7,510
6,927

エコ通勤後 

583.1kg 
約8％削減 

敬老の日 

▲樋口シヅさん（100歳） 



ま
た
帰
っ
て
き
て
ね 

ウ
ミ
ガ
メ
の
放
流 

赤
ち
ゃ
ん
に
触
れ
感
動 

赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室 

   

伊
作
小
学
校 

　
伊
作
小
学
校
（
吹
上
）
の
児
童
が

八
月
二
十
一
日
、
校
内
で
ふ
化
さ
せ

た
ウ
ミ
ガ
メ
の
赤
ち
ゃ
ん
五
十
六
匹

を
入
来
浜
に
放
流
し
ま
し
た
。 

　
学
校
で
は
、
ふ
化
場
に
砂
や
海
水

を
運
び
浜
と
同
じ
環
境
を
作
り
、
砂

の
温
度
が
三
十
五
度
を
超
え
な
い
よ

う
に
ウ
ミ
ガ
メ
の
ふ
化
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。「
海
ガ
メ
の
ふ
化
の

認
識
を
深
め
る
意
味
で
子
ど
も
た
ち

に
プ
ラ
ス
。
夏
休
み
の
い
い
思
い
出

を
作
っ
て
や
れ
た
」
と
先
生
や
保
護

者
も
大
喜
び
で
し
た
。 

　
海
岸
に
一
線
に
並
ん
だ
子
ど
も
た

ち
の
手
を
離
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
ガ
メ
た

ち
は
、
夕
陽
に
向
か
っ
て
手
足
を
ば

た
つ
か
せ
な
が
ら
波
打
ち
際
へ
行
っ

た
り
戻
っ
た
り
と
「
波
乗
り
」
を
楽

し
ん
だ
後
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
の

中
、
大
波
に
誘
い
込
ま
れ
て
海
の
中

へ
消
え
て
い
き
ま
し
た
。 

　「
大
き
く
な
っ
て
、
ま
た
帰
っ
て

き
て
ね
」
と
子
ど
も
た
ち
は
、
い
つ

ま
で
も
赤
ち
ゃ
ん
ガ
メ
に
手
を
振
っ

て
い
ま
し
た
。 

   

吉
利
小
学
校 

　
吉
利
小
学
校
（
日
吉
）
の
子
ど
も

た
ち
が
、
学
校
内
で
世
話
を
し
て
い

た
ウ
ミ
ガ
メ
の
卵
二
百
四
十
六
個
の

う
ち
、
五
十
一
匹
が
、
八
月
二
十
八

日
に
ふ
化
し
、
そ
の
子
ガ
メ
を
九
月

一
日
、
天
神
ヶ
尾
海
岸
へ
放
流
し
ま

し
た
。 

　
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
監
視
員
の
松
田
清

市
さ
ん
か
ら
話
を
聞
い
た
あ
と
、
十

三
人
の
児
童
が
子
ガ
メ
と
の
別
れ
を

惜
し
み
な
が
ら
、
海
へ
放
し
ま
し
た
。

う
ま
く
波
に
乗
れ
ず
に
戻
っ
て
く
る

子
ガ
メ
に
、
子
ど
も
た
ち
は
、「
が

ん
ば
れ
、
が
ん
ば
れ
」
と
声
を
か
け
、

「
ま
た
帰
っ
て
き
て
ね
」
と
見
送
っ

て
い
ま
し
た
。 

高
齢
者
と
ふ
れ
あ
い
交
流 

一
日
民
生
・
児
童
委
員 

　
日
吉
中
学
校
の
生
徒
が
、「
一
日

民
生
・
児
童
委
員
」
と
し
て
九
月
六

日
、
八
十
八
歳
（
米
寿
）
を
迎
え
る

高
齢
者
宅
を
訪
問
。
お
じ
い
さ
ん
、

お
ば
あ
さ
ん
に
、
お
祝
い
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
贈
り
、
長
寿
を
祝
福
し
ま
し

た
。「
一
日
民
生
・
児
童
委
員
」
の
委

嘱
を
受
け
た
の
は
、
日
吉
中
学
校
二

年
生
の
安
田
卓
矢
く
ん
と
山
口
泰
子

さ
ん
。
委
嘱
式
で
安
田
卓
矢
く
ん
は
、

「
お
年
寄
り
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。 

　
民
生
児
童
委
員
の
ロ
ゴ
の
入
っ
た

Ｔ
シ
ャ
ツ
に
着
替
え
て
、
地
域
を
担

当
す
る
民
生
・
児
童
委
員
と
一
緒
に

四
人
の
高
齢
者
と
ふ
れ
あ
い
、
和
や

か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

　
訪
問
を
終
え
て
、
山
口
泰
子
さ
ん

は
、「
み
ん
な
違
う
人
生
を
経
験
し

て
い
る
。
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ

ん
か
ら
聞
い
た
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
に
生
か
し
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。 

　
主
催
し
た
日
吉
地
域
民
生
・
児
童

委
員
協
議
会
の
松
村
耕
一
会
長
は
、「
子

ど
も
た
ち
に
も
高
齢
者
を
敬
う
気
持

ち
を
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。 

　
赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室
が

八
月
二
十
日
と
二
十
二
日
の
二
日
間
、

東
市
来
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

東
市
来
中
の
生
徒
十
五
人
が
参
加
し

ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
中
学
生
が
乳
児
や
母
親

と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
命
の
尊

さ
や
家
族
の
あ
り
方
を
考
え
、
母
性
・

父
性
の
土
台
を
育
む
こ
と
を
目
的
に

市
で
企
画
し
た
も
の
。 

　
人
形
で
抱
き
方
と
オ
ム
ツ
の
替
え

方
の
練
習
や
妊
娠
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

で
疑
似
体
験
を
し
、
実
際
に
赤
ち
ゃ

ん
と
ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。 

　
三
年
の
佐
野
優
里
華
さ
ん
は
「
赤

ち
ゃ
ん
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
習
い
、

ま
す
ま
す
好
き
に
な
っ
た
。
自
分
も

早
く
赤
ち
ゃ
ん
が
ほ
し
く
な
っ
た
」

と
振
り
返
り
ま
し
た
。 

　
日
置
市
中
学
生
交
流
派
遣
団
十
五

人
（
　
井
力
夫
団
長
、
東
市
来
中
七

人
、
上
市
来
中
四
人
、
引
率
三
人
）

が
八
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
九
日
の

四
日
間
、
北
海
道
弟
子
屈
町
を
訪
問

し
、
交
流
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
事
業
は
、「
北
海
道
東
部
開

発
の
恩
人
」
と
し
て
敬
慕
（
け
い
ぼ
）

さ
れ
て
い
る
東
市
来
地
域
出
身
の
土

木
技
師
故
永
山
在
兼
氏
の
功
績
か
ら
、

昭
和
五
十
八
年
、
旧
東
市
来
町
と
弟

子
屈
町
が
姉
妹
盟
約
を
締
結
し
、
始

ま
り
ま
し
た
。
平
成
二
年
か
ら
隔
年

ご
と
に
交
流
団
を
派
遣
し
、
今
回
が

十
回
目
。 

　
派
遣
団
を
最
初
に
迎
え
た
の
が
、

北
海
道
の
寒
さ
で
、
女
満
別
（
め
ま

ん
べ
つ
）
空
港
に
降
り
立
っ
た
時
は

十
九
度
。
生
徒
た
ち
は
「
寒
い
、
寒

い
」
と
連
呼
し
て
い
ま
し
た
。
地
元

中
学
校
と
の
交
流
で
は
、
弟
子
屈
中 

と
川
湯
中
に
分
か
れ
、
交
流
授
業
や

合
同
給
食
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
な
ど

で
ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
摩
周
湖
や
屈
斜
路
（
く
っ

し
ゃ
ろ
）
湖
、
硫
黄
山
の
雄
大
な
自

然
や
環
境
を
守
る
学
習
で
、
屈
斜
路

湖
か
ら
流
れ
出
る
釧
路
川
下
り
で
は
、

生
徒
た
ち
は
「
冷
た
ー
い
」「
水
が

き
れ
い
」
と
感
動
し
て
い
ま
し
た
。 

北
海
道
弟
子
屈
町
で
見
聞
広
め
る 

姉
妹
都
市
中
学
生
交
流
事
業 

木
陰
で
読
み
聞
か
せ 

日
新
小
学
校
「
緑
陰
読
書
」 

き
れ
い
に
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う 

　
日
新
小
学
校
（
日
吉
）
で
八
月
一

日
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
緑
陰
読
書
（
お

母
さ
ん
方
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
会
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
、
出
校
日
の
行
事

が
終
わ
っ
た
後
、
せ
ん
だ
ん
の
木
の

木
陰
に
集
ま
り
、
紙
芝
居
『
も
の
ま

ね
じ
い
さ
ん
』、
絵
本
『
す
い
か
の
種
』、

『
お
ぶ
さ
り
て
い
』、『
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
い
る
と
い
い
の
に
な
』、『
世
界

一
幸
せ
な
犬
』
の
お
話
を
聞
き
、
話

の
世
界
に
入
り
込
み
、
木
陰
の
涼
風

を
感
じ
な
が
ら
、
お
母
さ
ん
方
の
や

さ
し
い
心
に
接
し
て
、
和
や
か
な
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。 

　
六
年
生
の
潟
山
麻
理
奈
さ
ん
は
「『
も

の
ま
ね
じ
い
さ
ん
』
が
と
て
も
お
も

し
ろ
い
で
し
た
。
シ
リ
ー
ズ
が
あ
れ

ば
も
っ
と
読
み
た
い
」
と
感
動
し
て

い
ま
し
た
。 

　
お
母
さ
ん
方
も
、
読
み
始
め
は
緊

張
し
な
が
ら
で
し
た
が
、
熱
心
に
聞

き
入
る
子
ど
も
た
ち
の
輝
く
瞳
に
、

読
み
聞
か
せ
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う

で
し
た
。 

　
東
市
来
地
域
建
築
振
興
会
（
平
田

雅
治
会
長
、
会
員
十
四
社
）
が
八
月

二
十
三
日
、
東
市
来
幼
稚
園
の
施
設

修
繕
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い

ま
し
た
。 

　
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
二

十
年
続
い
て
お
り
、
毎
年
、
地
域
内

の
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
施
設
修

繕
を
し
て
き
ま
し
た
。 

　
か
ば
ん
棚
、
出
入
口
の
塗
装
、
シ

ロ
ア
リ
で
傷
ん
だ
窓
の
枠
は
、
新
し

い
枠
に
取
り
替
え
、
み
ご
と
な
施
設

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。 

　
本
当
に
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

▲きれいな釧路川下りに感動!

▲盛大な歓迎式（東市来中・弟子屈中） 

▲理科の交流授業（上市来中・川湯中） 

て
　
　
し
　
か
が 

建築振興会 



観
光
協
会
ツ
ア
ー 

　
今
年
の
四
月
に
発
足
し
た
日
置
市

観
光
協
会
が
九
月
十
六
日
、
市
内
の

史
跡
を
巡
る
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、
地

元
の
観
光
資
源
へ
の
見
識
を
深
め
ま

し
た
。 

　
ツ
ア
ー
に
は
日
置
市
観
光
協
会
の

役
員
ら
十
五
人
が
参
加
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
か
ご
し
ま
探
検
の
会
の
東
川
隆
太

郎
氏
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
迎
え
、
旧

四
町
の
主
な
史
跡
を
見
学
し
ま
し
た
。

役
員
ら
は
ク
ス
ノ
キ
が
生
い
茂
る
千

本
楠
（
吹
上
）
や
小
松
帯
刀
の
墓
が

あ
る
園
林
寺
跡
（
日
吉
）
な
ど
を
バ

ス
で
巡
り
ま
し
た
。 

　
東
川
氏
か
ら
は
市
内
の
史
跡
は
十

分
に
県
内
外
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
素
材
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
歴
史
を
単
一
の
出

来
事
で
は
な
く
、
流
れ
と
し
て
と
ら

え
れ
ば
面
白
い
発
見
が
あ
る
な
ど
の

助
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
の
観
光
振
興
を
模
索
す

る
市
観
光
協
会
と
し
て
、
ま
ず
地
元

の
魅
力
あ
る
観
光
資
源
を
知
り
、
今

後
は
点
在
す
る
資
源
を
生
か
し
た
取

り
組
み
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

少
人
数
で
も
が
ん
ば
り
ま
し
た 

吹
上
納
涼
夏
祭
り 

　
吹
上
町
青
年
団
連
絡
協
議
会
の
主

催
で
、
第
三
十
四
回
吹
上
納
涼
夏
祭

り
が
九
月
六
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
団
員
が
少
な
い
中
、
約
二
カ
月
前

か
ら
準
備
に
取
り
掛
か
り
、
当
日
は

多
く
の
ス
タ
ッ
フ
が
祭
り
を
支
え
ま

し
た
。 

　
今
年
は
、
十
六
団
体
約
参
百
五
十

人
が
参
加
、
久
し
ぶ
り
に
吹
上
商
店

街
通
り
で
も
踊
り
が
で
き
ま
し
た
。 

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
な

ど
も
あ
り
熱
気
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
最
後
は
、
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
な
ど
が

当
た
る
抽
選
会
も
あ
り
、
詰
め
掛
け

た
大
勢
の
観
衆
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。 

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
や
っ
て
き
た 

鹿
児
島
大
学
学
友
会
管
弦
楽
団 

　
伊
作
小
学
校
（
吹
上
）
で
音
楽
鑑

賞
の
時
間
を
利
用
し
て
九
月
四
日
、

鹿
児
島
大
学
学
友
会
管
弦
楽
団
に
よ

る
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
児
童
た
ち
は
、
生
の
演
奏
を
聞
く

の
は
初
め
て
と
の
こ
と
、
演
奏
が
さ

れ
る
た
び
に
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
楽
団
は
、
弦
楽
器
・
木
管
楽
器
・

金
管
楽
器
・
打
楽
器
の
四
つ
の
グ
ル

ー
プ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、

各
楽
器
の
説
明
が
さ
れ
、
ふ
れ
あ
い

の
時
間
で
は
、
各
楽
器
を
実
際
に
触

っ
た
り
、
吹
い
た
り
、
叩
い
て
み
た

り
し
て
い
ま
し
た
。 

　
全
七
曲
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
が
、

児
童
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
演
奏
が
終

わ
る
た
び
に
惜
し
み
な
い
拍
手
を
団

員
に
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
永
吉
小
学
校
、
吹
上

中
学
校
（
花
田
小
学
校
は
吹
上
中
学

校
で
鑑
賞
）
で
も
演
奏
会
が
開
催
さ

れ
、
音
楽
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
で
き

た
日
で
し
た
。 

　
ま
た
、
九
月
七
日
は
、
和
田
小
学

校
で
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
吹
上
砂
丘
荘
で
八
月
二
十
五
日
か

ら
二
十
七
日
ま
で
、
吹
上
の
窯
元
の

松
韻
窯
（
　
田
正
人
氏
）
と
池
坊
鹿

児
島
中
央
支
部
所
属
の
花
の
散
歩
道

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
合
同
の
展
示
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
地
域
の
自
主
グ
ル
ー
プ

に
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る

機
会
を
与
え
、
体
験
を
通
し
て
グ
ル

ー
プ
の
活
動
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

い
、
薩
摩
焼
を
あ
わ
せ
て
展
示
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
場
産
業
の
振
興
を

図
る
目
的
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
期
間
中
は
、
松
韻
窯
の
作
品
に
花

を
生
け
て
の
展
示
や
、
器
の
販
売
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
無
料

の
ミ
ニ
生
け
花
の
体
験
教
室
も
開
催

さ
れ
る
な
ど
、
多
く
の
観
衆
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。 

　
伊
集
院
町
下
谷
口
の
福
永
善
弘
さ

ん
宅
で
八
月
二
十
二
日
朝
、
ハ
シ
ラ

サ
ボ
テ
ン
が
純
白
の
大
き
な
花
を
咲

か
せ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
福
永
さ
ん
が
四
十
五
年

前
、
酪
農
の
研
修
先
（
千
葉
県
館
山

市
）
か
ら
ハ
シ
ラ
サ
ボ
テ
ン
の
苗
を

譲
り
受
け
、
庭
先
に
植
え
て
い
た
と 

こ
ろ
草
丈
二
・
五
㍍
ま
で
成
長
し
今

年
、
初
め
て
花
が
咲
い
た
も
の
で
す
。 

　
ハ
シ
ラ
サ
ボ
テ
ン
は
、
メ
キ
シ
コ

原
産
の
サ
ボ
テ
ン
科
の
植
物
で
、
乾

燥
に
強
く
、
砂
漠
で
も
生
息
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
花
径
が
約
二
十
㌢
と
大
き

く
、
甘
い
香
り
を
漂
わ
せ
て
い
ま
し

た
。 陶

と
花
が
出
会
う
日 

松
韻
窯
と
池
坊
の
響
宴 

感
動
に
酔
い
し
れ
ま
し
た 
純
白
の
大
き
な
花
咲
か
せ
る 

日
置
市
誕
生
三
周
年
記
念
公
演 

　
吹
上
中
央
公
民
館
で
八
月
二
十
四

日
、
昼
夜
二
回
に
わ
た
り
、
吹
上
青

松
太
鼓
保
存
振
興
会
（
北
野
和
則
代

表
）
の
公
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
日
置
市
誕
生
三
周
年
を

記
念
し
て
和
太
鼓
で
市
民
の
一
体
感

を
醸
成
し
よ
う
と
市
内
各
地
（
伊
集

院
（
五
月
）、
東
市
来
（
六
月
）、
日

吉
（
七
月
））
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
最
終
と
な
っ
た
吹
上
公
演
で
は
、

第
一
部
終
了
時
、
北
野
会
長
か
ら
市

に
寄
付
が
な
さ
れ
、
横
山
副
市
長
か

ら
「
保
存
会
の
方
々
に
敬
意
と
感
謝

を
申
し
上
げ
、
太
鼓
が
益
々
大
き
な

集
団
と
な
っ
て
成
長
す
る
こ
と
を
祈

念
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
少
林
寺
流
錬
心
舘
に

も
寄
付
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

　
北
野
会
長
は
「
今
後
も
会
員
一
同

市
の
発
展
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
会
場
に
詰
め
掛
け
た
観
客
は
、
太

鼓
の
演
奏
に
酔
い
し
れ
、
盛
大
な
拍

手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

▲ハシラサボテンの花 

▲鶴丸城跡のザビエル像 

▲清浄寺の小松帯刀像 

ハシラサボテン 

お
ん
　り
ん

じ 

た
て
わ
き 



日
置
市
い
ち
ご
部
会
を
設
立 

平
成
20
年
度
　
日
置
市
秋
季
畜
産
共
進
会 

農
林
水
産
課 

北海道弟子屈町の広大な農地に触れて 

日
置
市
人
材
育
成
研
修
事
業 

　
日
置
市
い
ち
ご
部
会
設
立
総
会
が

八
月
十
八
日
、
日
置
市
中
央
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
本
会
は
、
日
置
市
の
重
点
作
物
で

あ
る
、
い
ち
ご
の
生
産
、
栽
培
技
術
、

経
営
技
術
の
向
上
を
図
る
た
め
に
設

立
さ
れ
た
も
の
で
、
総
会
に
は
生
産

者
五
十
七
人
と
関
係
機
関
の
方
々
が

出
席
し
、
会
則
、
事
業
計
画
、
予
算

な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
い
ち
ご
部
会
の
会
長
に
伊

集
院
地
域
の
東
善
一
さ
ん
、
副
会
長

に
東
市
来
地
域
の
坂
口
恒
男
さ
ん
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
鹿
児
島
中
央
家
畜
市
場
で
九
月
二

日
、
市
秋
季
畜
産
共
進
会
が
行
な
わ

れ
、
市
内
の
畜
産
農
家
が
育
成
し
た

優
秀
な
和
牛
五
十
四
頭
が
出
品
さ
れ

ま
し
た
。 

　
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
伊
集
院
地

域
の
久
保
吾
郎
さ
ん
出
品
の
「
な
つ

み
号
」（
第
二
部
若
雌
十
三
カ
月
令

以
上
十
六
カ
月
例
の
部
）
が
グ
ラ
ン

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　
平
成
二
十
年
度
日
置
市
秋
季
畜
産

共
進
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

　
※
印
は
九
月
十
六
日
開
催
さ
れ
る

鹿
児
島
中
央
地
区
秋
季
畜
産
共
進
会

へ
の
出
品
牛
で
す
。 

　「
日
置
市
人
材
育
成
研
修
事
業
」

を
活
用
し
、
畜
産
農
家
四
人
（
酪
農

家
三
人
、
和
牛
農
家
一
人
）
が
八
月

二
十
六
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
の
四

日
間
、
酪
農
の
先
進
地
で
あ
る
北
海

道
弟
子
屈
町
で
農
業
研
修
と
畜
産
関

係
者
と
の
人
材
交
流
を
行
い
ま
し
た
。 

　
今
回
訪
問
し
た
四
カ
所
の
農
場
は
、

牧
草
地
や
牛
舎
な
ど
の
飼
養
環
境
が

整
備
さ
れ
、
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入

や
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
組
合
、
コ
ン
ト
ラ

ク
タ
ー
組
合
な
ど
の
活
用
に
よ
り
労

働
力
不
足
の
解
消
が
図
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
、
耕
畜
連
携
に
よ

る
麦
ワ
ラ
な
ど
の
身
近
な
資
源
の
有

効
利
用
が
図
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
今
後
、
飼
料
米
や
飼
料
用
稲
ワ
ラ

お
よ
び
国
内
で
未
利
用
の
資
源
を
有

効
活
用
し
コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
り
、

更
に
安
心
安
全
な
農
産
物
の
生
産
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
第
十
四
回
全
九
州
わ
ん
ぱ
く
相
撲

大
会
・
第
二
十
一
回
全
日
本
小
学
生

相
撲
優
勝
大
会
九
州
予
選
会
が
九
月

十
四
日
、
吹
上
浜
公
園
相
撲
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
大
会
に
は
、
九
州
各
県
代
表
の

小
学
生
力
士
が
出
場
。
日
頃
か
ら
鍛

え
た
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
わ
ん
ぱ
く
相
撲
団
体
で
は
古
仁
屋

相
撲
ク
ラ
ブ
が
優
勝
を
飾
り
、
地
元

吹
上
相
撲
ク
ラ
ブ
は
惜
し
く
も
三
位

と
な
り
ま
し
た
。 

　
今
大
会
は
、
次
世
代
へ
の
国
技
、

相
撲
の
継
承
と
相
撲
人
口
の
底
辺
の

拡
大
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
お

り
、
十
二
月
に
開
催
さ
れ
る
全
国
大

会
出
場
権
を
か
け
た
戦
い
で
も
あ
り

ま
す
。 

　
将
来
は
こ
の
大
会
に
出
場
し
た
選

手
の
中
か
ら
国
技
館
を
目
指
し
活
躍

す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。 

日
置
地
区
総
合
第
４
位 

第
62
回
　
県
民
体
育
大
会
川
辺
大
会（
か
が
や
き
県
体
2
0
0
8
） 

正
々
堂
々
と
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た 

全
九
州
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会 

ス
ポ
ー
ツ
で
健
康
保
持
と
生
き
が
い
づ
く
り 

日
吉
地
域
　
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

　
県
民
体
育
大
会
が
九
月
十
九
日
か

ら
二
十
一
日
ま
で
、
川
辺
地
区
三
市

を
中
心
に
開
催
さ
れ
、
正
式
二
十
五 

競
技
、
公
開
十
七
競
技
、
計
四
十
二

競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
置
地
区

は
、
い
ち
き
串
木
野
市
と
二
市
の
選

手
団
で
日
置
市
か
ら
は
三
百
三
人
が

出
場
。
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
で
活
躍
し
、

男
女
総
合
第
四
位
（
前
年
度
第
七
位
）

の
成
績
で
し
た
。 

上
位
入
賞
競
技
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

日
置
地
区
上
位
入
賞
競
技
種
目 

優
　
勝
　
テ
ニ
ス
男
子
、
ボ
ウ
リ
ン

　
　
　
　
グ
、
ボ
ク
シ
ン
グ 

第
二
位
　
テ
ニ
ス
（
総
合
）、
柔
道
、

　
　
　
　
銃
剣
道
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル 

第
三
位
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
相
撲 

ゴ
ミ
は
捨
て
な
い
、捨
て
さ
せ
な
い
！ 

日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟 

　「
Ｎ
Ｓ
Ａ
サ
ー
フ
ァ
ー
ズ
ビ
ー
チ

ク
リ
ー
ン
Ａ
Ｃ
Ｔ
２
０
０
８
」
が
九

月
七
日
、
江
口
浜
（
東
市
来
）
で
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟

の
主
催
で
全
国
の
海
岸
、
百
五
十
カ

所
以
上
を
一
斉
に
ゴ
ミ
の
な
い
ビ
ー

チ
、
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
ビ
ー
チ
を
目

標
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
当
日
は
、
地
元
の
サ
ー
フ
ァ
ー
な

ど
約
百
人
が
参
加
。
流
木
の
除
去
や

空
き
缶
、
空
き
瓶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

な
ど
分
別
し
な
が
ら
清
掃
し
ま
し
た
。 

　
日
置
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
　

日
吉
支
部
主
催
の
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
八
月
二
十
一
日
、
日
吉
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
十

六
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
総
勢
四
百
人

が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
徒
歩
競
争
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
、
汗
を
流
し
な
が

ら
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
み
ま
し

た
。 

　
ボ
ウ
リ
ン
グ
で
は
、
ピ
ン
が
倒
れ

る
ま
で
ボ
ー
ル
を
転
が
し
続
け
る
た

め
、
な
か
な
か
倒
れ
ず
、
苦
戦
し
て

い
る
人
も
お
り
、
観
覧
席
か
ら
は
、「
あ

と
も
う
少
し
、
が
ん
ば
れ
」
と
声
援

が
飛
び
か
い
ま
し
た
。 

　
今
回
の
優
勝
の
栄
冠
は
、
日
新
高

齢
者
ク
ラ
ブ
で
し
た
。 

て　し　かが 

■
第
１
部
　
若
雌
（
13
カ
月
令
未
満
）
の
部 

　
最
優
秀
賞 

※
【
１
席
】
り
さ
号
　
　
　
　
　
　
平
原
　
　
登
　
　
伊
集
院 

※
【
２
席
】
ふ
く
よ
し
33
号
　
　
　
外
屋
敷
久
徳
　
　
日
　
吉 

※
【
３
席
】
や
す
こ
号
　
　
　
　
　
重
留
　
　
静
　
　
伊
集
院 

　
【
４
席
】
か
つ
こ
号
　
　
　
　
　
今
村
み
ど
り
　
　
東
市
来 

　
【
５
席
】
み
さ
こ
４
の
１
号
　
　
小
重
　
秀
高
　
　
東
市
来 

　
【
６
席
】
し
げ
ひ
め
号
　
　
　
　
宇
都
　
隆
秋
　
　
伊
集
院 

 

■
第
２
部
　
若
雌
（
13
カ
月
令
以
上
16
カ
月
令
）
の
部 

　
最
優
秀
賞 

※
【
１
席
】
な
つ
み
号
　
　
　
　
　
久
保
　
吾
郎
　
　
伊
集
院 

※
【
２
席
】
し
げ
み
751
号
　
　
　
　
久
保
　
吾
郎
　
　
伊
集
院 

※
【
３
席
】
ふ
く
こ
号
　
　
　
　
　
久
保
　
吾
郎
　
　
伊
集
院 

※
【
４
席
】
ゆ
き
号
　
　
　
　
　
　
尾
堂
　
重
盛
　
　
伊
集
院 

※
【
５
席
】
み
な
み
６
号
　
　
　
　
県
立
農
大
畜
産
学
部
　
吹
　
上 

※
【
６
席
】
や
よ
い
号
　
　
　
　
　
下
茂
　
竜
一
　
　
東
市
来 

※
【
７
席
】
ち
な
つ
号
　
　
　
　
　
馬
場
園
廣
務
　
　
伊
集
院 

※
【
８
席
】
ゆ
き
の
３
号
　
　
　
　
久
保
　
吾
郎
　
　
伊
集
院 

※
【
９
席
】
ゆ
き
え
号
　
　
　
　
　
馬
場
園
袈
裟
吉
　
伊
集
院 

※
【
10
席
】
ゆ
り
こ
３
号
　
　
　
　
永
山
　
和
子
　
　
東
市
来 

※
【
11
席
】
か
ね
こ
号
　
　
　
　
　
増
田
　
精
一
　
　
東
市
来 

※
【
12
席
】
あ
や
か
号
　
　
　
　
　
奥
　
　
行
夫
　
　
伊
集
院 

※
【
13
席
】
し
げ
こ
号
　
　
　
　
　
大
冨
　
義
輝
　
　
日
　
吉 

※
【
14
席
】
し
げ
こ
の
３
の
４
号
　
石
神
　
辰
夫
　
　
東
市
来 

　
　
　
　
　
な
つ
こ
号
　
　
　
　
　
山
口
　
恵
三
　
　
吹
　
上 

　
　
　
　
　
は
な
こ
号
　
　
　
　
　
福
之
上
和
洋
　
　
伊
集
院 
 

　
　
　
　
　
あ
き
こ
号
　
　
　
　
　
今
村
　
英
晃
　
　
東
市
来 

　
　
　
　
　
よ
し
こ
号
　
　
　
　
　
今
村
　
一
弘
　
　
東
市
来 

　
　
　
　
　
ゆ
き
の
号
　
　
　
　
　
永
田
　
政
徳
　
　
伊
集
院 

　
　
　
　
　
ふ
く
み
号
　
　
　
　
　
辻
　
　
成
人
　
　
日
　
吉 

　
　
　
　
　
ま
な
み
の
３
号
　
　
　
千
代
盛
　
貴
　
　
伊
集
院 

　
　
　
　
　
な
か
え
５
号
　
　
　
　
瀬
戸
山
知
子
　
　
伊
集
院 

　
　
　
　
　
せ
つ
あ
き
55
号
　
　
　
今
村
　
一
弘
　
　
東
市
来 
 

■
第
３
部
　
若
雌
（
17
カ
月
令
以
上
23
カ
月
令
）
の
部 

　
最
優
秀
賞 

※
【
１
席
】
と
よ
こ
号
　
　
　
　
　
久
保
　
吾
郎
　
　
伊
集
院 

※
【
２
席
】
は
な
号
　
　
　
　
　
　
前
村
　
　
勝
　
　
伊
集
院 

※
【
３
席
】
え
り
か
号
　
　
　
　
　
山
下
　
昭
一
　
　
日
　
吉 

※
【
４
席
】
さ
く
ら
こ
46
の
１
号
　
内
山
　
高
好
　
　
東
市
来 

　
【
５
席
】
さ
く
ら
号
　
　
　
　
　
榎
園
　
洋
信
　
　
伊
集
院 

　
【
６
席
】
さ
だ
よ
号
　
　
　
　
　
山
下
　
昭
一
　
　
日
　
吉 

　
【
７
席
】
ふ
く
こ
号
　
　
　
　
　
下
内
　
浩
喜
　
　
日
　
吉 

　
【
８
席
】
み
く
号
　
　
　
　
　
　
宮
下
　
裕
治
　
　
伊
集
院 

 

■
第
４
部
　
父
系
群
の
部 

　
最
優
秀
賞 

　
　
※
　
　
　
ゆ
き
の
３
号
　
　
　
久
保
　
吾
郎
　
　
伊
集
院 

　
　
※
　
　
　
な
つ
み
号
　
　
　
　
久
保
　
吾
郎
　
　
伊
集
院 

　
　
※
　
　
　
ふ
く
こ
号
　
　
　
　
久
保
　
吾
郎
　
　
伊
集
院 

　
　
　
　
　
　
ゆ
り
こ
３
号
　
　
　
永
山
　
和
子
　
　
東
市
来 

　
　
　
　
　
　
し
げ
こ
号
　
　
　
　
大
冨
　
義
輝
　
　
日
　
吉 

　
　
　
　
　
　
や
よ
い
号
　
　
　
　
下
茂
　
竜
一
　
　
東
市
来 



　９月26日（金）、東市来文化交流センターにてこころの健康づくり講演会を開催し、約200人の方が受講
されました。慶応義塾大学の大野裕先生より「みんなで考えるこころの健康」と題し、うつ病を中心にした
講演と健康保険課より日置市の現状について発表しました。日置市の自殺死亡率は、男性が全国平均の約２
倍と高くなっています。自殺の背景にあるうつ病やうつ状態を周囲の方が早めに気づき、こころを楽にする
方法を身につけましょう !

　うつ病などのこころの病気は、体調不良や気持ちや性格の変化として感じられる事が多いので気づかれに
くいものです。「いつもと何か違う」と感じたら、うつ病かもしれないと考えてみることも大切です。一生涯
のうち、５人に１人がうつ病にかかるといわれる身近な病気です。１人で抱え込まず、気持ちを楽にする方
法を身につけましょう !

　日置市男性は、保健所管内でも最も高い自殺死亡
率となっています。 
　日置市健康実態調査では、女性（特に 20代）が
ストレスを感じている方が多い。男性は相談相手が
おらず１人で抱え込んでいる状況があるようです。 

９ 
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

９ 
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

●日置市の現状 

●大野先生の講演より 

・自殺を容認しない 
・自殺は防げるという意識をもつ 
・自殺の背景にある「うつ」についての正しい理解をする 
　（病気について、接し方について） 
・ 日頃から、地域でのつながりを作っておく 
　（声かけ・集う場・いきいきサロン） 

●地域でできる「こころの健康づくり」 

●身近な相談窓口 
　伊集院保健所　℡099-273-3111　日置市役所　℡099-273-2111

県（全体） 

管内（全体） 

男性（県） 

男性（管内） 

女性（県） 

女性（管内） 

男性（日置市） 

女性（日置市） 

70 

60 

50 

40 

30 

20 

10 

0
10

20代 

30 

25 

20 

15 

10 

5 

0

（％） 

30代 40代 50代 60代 70代 

11 12 13 14 15 16 17 18

自殺死亡率（人口10万対） 

ストレスを大いに感じている人の割合（日置市） 

年度 

男性　　女性 

13.2

25.2

19.7 20.5 19

14.5
11.9

17.1

7.5

11.7

5.8

12.9

20代 

30 

25 

20 

15 

10 

5 

0

（％） 

30代 40代 50代 60代 70代 

身近な相談相手がいないと答えた人の割合（日置市） 
男性　　女性 

17.9

9.2

22

8.7

26.6

14.5

28.4

12.7

25.5

16

26.4

20.4

こころを楽にする３つのC 
Cognition：柔軟な考え方、広い視野 
Control　：自分らしさを保つ 
Communication 
　　　　　：気持ちのつながり、支えあうこと 

（いきいきサロンの様子） 

やっぱい男ん衆も茶飲んに 
参加せんにゃいかんなあ 

伊
集
院
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

原
薗
　
友
里
　
　
博
之
　
　
瀬
戸
内 

岩
下
　
優
陽
　
　
京
太
　
　
妙
円
寺
九
区 

丸
野
　
琉
空
　
　
智
章
　
　
駅
前 

宇
都
　
泰
慎
　
　
泰
礼
　
　
猪
鹿
倉 

稲
留
　
愛
翔
　
　
廣
人
　
　
清
藤 

平
田
　
あ
み
　
　
哲
也
　
　
宮
脇 

熊
倉
　
優
人
　
　
洋
志
　
　
天
神
馬
場 

柴
田
　
美
羽
　
　
渡
　
　
　
猪
鹿
倉 

今
村
　
音
愛
　
　
裕
希
　
　
向
江
町 

山
口
　
真
歩
　
　
秀
幸
　
　
郡
下 

西
郷
ひ
な
た
　
　
健
一
　
　
中
福
良 

中
村
　
　
蕾
　
　
大
介
　
　
妙
円
寺
九
区 

田
畑
　
諒
士
　
　
佑
介
　
　
宮
脇 

橋
口
　
翔
和
　
　
悦
雄
　
　
猪
鹿
倉 

窪
田
　
咲
名
　
　
和
也
　
　
妙
円
寺
三
区 

瀬
戸
山
　
湊
　
　
剛
　
　
　
向
江
町 

吉
村
　
英
汰
　
　
英
樹
　
　
猪
鹿
倉 

春
日
　
大
地
　
　
久
志
　
　
郡
下 

赤
澤
　
賢
人
　
　
芳
文
　
　
平
古 

面
高
琉
之
介
　
　
俊
哉
　
　
妙
円
寺
一
区 

中
敷
領
藍
里
　
　
亨
一
　
　
中
福
良 

諸
正
　
夕
芽
　
　
一
久
　
　
朝
日
ヶ
丘 

柳
田
　
光
佑
　
　
栄
治
　
　
妙
円
寺
九
区 

内
野
　
優
里
　
　
智
洋
　
　
猪
鹿
倉 

前
田
　
杏
珠
　
　
達
朗
　
　
宮
脇 

 

東
市
来
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

野
田
航
之
介
　
　
恒
一
郎
　
　
荻 

水
間
　
　
遼
　
　
潤
　
　
　
麓
下 

宮
前
丞
太
郎
　
　
英
樹
　
　
田
之
湯 

 

日
吉
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

山
下
　
滉
介
　
　
和
清
　
　
熊
野 

上
口
　
　
奨
　
　
達
志
　
　
熊
野 

 

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

鵜
狩
　
碧
衣
　
　
祐
樹
　
　
南
宮
内 

安
藤
　
大
我
　
　
達
也
　
　
新
川
原
　 

木
場
　
翔
太
　
　
隆
之
　
　
緑
ヶ
丘 

地
頭
所
昇
栄
　
　
健
太
　
　
緑
ヶ
丘 

山
野
　
空
海
　
　
猛
　
　
　
小
牧 

木
村
　
優
衣
　
　
厚
夫
　
　
下
与
倉 

吉
峯
　
寛
汰
　
　
英
治
　
　
西
本
町 

峯
　
　
侑
花
　
　
敬
二
　
　
東
宮
内 

      

伊
集
院
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

宇
都
宮
睦
子
　
　
81
　
朝
日
ヶ
丘 

吉
永
　
ヨ
子
　
　
104
　
や
は
ず
の
里 

新
山
キ
ミ
ヱ
　
　
91
　
清
藤 

田
中
　
文
夫
　
　
70
　
麦
生
田
中 

馬
場
園
ス
ミ
　
　
94
　
竹
之
山 

畠
中
　
ク
ミ
　
　
87
　
古
城 

宮
内
　
タ
マ
　
　
88
　
大
田
下 

南
　
　
昌
洋
　
　
61
　
瀬
戸
内 

小
山
　
勝
利
　
　
63
　
麓
東 

 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

福
田
　
政
夫
　
　
91
　
北
山 

谷
口
　
テ
ヤ
　
　
95
　
上
伊
作
田 

桑
木
野
政
人
　
　
86
　
高
塚
西
　 

谷
山
　
ヱ
イ
　
　
107
　
光
の
海 

田
渕
フ
チ
ヱ
　
　
96
　
中
伊
作
田 

鮫
島
　
勇
男
　
　
83
　
田
代 

四
元
　
國
隆
　
　
78
　
堀
内 

東
福
　
　
實
　
　
68
　
田
代 

 

日
吉
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

上
園
　
文
雄
　
　
81
　
北
区 

原
口
　
榮
次
　
　
105
　
青
松
園 

平
野
　
ト
ミ
　
　
87
　
柿
の
谷 

 

吹
上
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

松
下
　
善
七
　
　
91
　
平
鹿
倉 

月
野
　
勇
吉
　
　
100
　
浜
田
後 

山
下
キ
ク
ノ
　
　
99
　
下
田
尻 

　
　
ゆ
　
り
 

　
　
ゆ
う
ひ
 

　
　
る
　
き
 

　
　
た
い
し
ん
 

　
　
ま
な
と
 

 　
　
ゆ
う
と
 

　
　
み
　
う
 

　
　
の
　
あ
 

　
　
ま
　
ほ
 

 　
　
　
　
つ
ぼ
み
 

　
　
あ
き
　
と
 

　
　
と
　
わ
 

　
　
さ
き
な
 

　
　
　
　
み
な
と
 

　
　
え
い
た
 

　
　
だ
い
ち
 

　
　
け
ん
と
 

り
ゅ
う
の
す
け
 

　
　
あ
い
り
 

　
　
ゆ
　
め
 

　
　
こ
う
す
け
 

　
　
ゆ
う
り
 

　
　
あ
ん
じ
ゅ
 

   こ
う
の
す
け
 

　
　
　
　
り
ょ
う
 

じ
ょ
う
た
ろ
う
 

   　
　
こ
う
す
け
 

　
　
よ
う
す
け
 

   　
　
あ
お
い
 

　
　
た
い
が
 

　
　
し
ょ
う
た
 

　
　
し
ょ
う
え
い
 

　
　
く
う
か
い
 

　
　
ゆ
　
い
 

　
　
か
ん
た
 

　
　
ゆ
う
か
 

気
迫
の
こ
も
っ
た
操
法
大
会 鹿

児
島
県
消
防
操
法
大
会 

　
鹿
児
島
県
消
防
操
法
大
会
が
八
月

二
十
八
日
、
鹿
児
島
県
消
防
学
校
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
日
置
支
部
（
日
置
市
・
い
ち
き
串

木
野
市
）
代
表
で
ポ
ン
プ
車
の
部
に

出
場
し
た
中
央
分
団
吹
上
部
は
一
番

手
の
操
法
で
し
た
が
、
堂
々
と
披
露

さ
れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
わ
ず
か
に
及
ば
ず
五
位
と

な
り
ま
し
た
が
、
日
頃
か
ら
住
民
の

生
命
と
安
全
を
守
っ
て
い
る
団
員
の

皆
さ
ん
、
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し

た
。 

「
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド 

IN 

ひ
お
き
」の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
！ 

世
話
や
き
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
事
業 

　
鹿
児
島
県
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
に
よ
る
と
、「
現
在
独

身
で
い
る
理
由
」
と
し
て
、「
適
当

な
相
手
に
ま
だ
巡
り
会
わ
な
い
」
が

圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
世
話
や
き
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
事
業
は
、

鹿
児
島
県
が
少
子
化
対
策
の
一
環
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
結
婚
相
談
や
紹

介
な
ど
の
活
動
を
通
じ
、
結
婚
を
望

む
男
女
に
対
し
て
、
そ
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
う
も
の
で
す
。 

　
本
事
業
の
一
環
と
し
て
〝
出
会
い 

応
援
イ
ベ
ン
ト
〞
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
友
達
づ
く
り
感
覚
で
、

気
軽
に
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

男
女
問
わ
ず
多
数
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。 

「
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
IN
ひ
お
き
」 

開
催
期
日 

　
平
成
二
十
年
十
一
月
八
日
（
土
） 

　
午
後
二
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で 

　（
受
付
　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
） 

開
催
場
所 

　
日
置
市
東
市
来
屋
内
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
施
設
「
こ
け
け
ド
ー
ム
」 

参
加
費
　
千
円 

内
　
容
　
簡
単
な
ゲ
ー
ム
や
フ
リ
ー
タ

イ
ム
な
ど 

申
し
込
み
条
件 

　
二
十
才
以
上
の
独
身
者
に
限
り
ま
す 

問
い
合
わ
せ
先 

　
世
話
や
き
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
事
務
局 

　
電
話
　
０
９
９
‐
２
９
７
‐
２
１
３
４ 

　（
夜
八
時
ま
で
受
付
） 



市
内
に
在
住
の
６
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
 

①
氏
名
②
生
年
月
日
③
保
護
者
氏
名
④
お
子
さ
ん
の
近
況
・
お
子
さ
ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
 

⑤
広
報
へ
の
ご
意
見
⑥
連
絡
先
を
添
え
て
、
市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課
（
住
所
は
 

末
㌻
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

石井　菜月ちゃん（３歳６か月） 

父　義行さん　母　順子さん 
（東市来町湯田） 

　明るく元気で素直な子に育ってくだ
さい。 

■おかあさんから 

な　つき 

井上　ひなたちゃん（２歳４か月） 

母　絵美さん 
（東市来町湯田） 

　元気いっぱいに育ってください。 

■おかあさんから 

元気のある 

お子さんの写真を 

募集しています。 

 

日吉支所 

明信寺 

文 

日置郵便局 

日置小学校 

　「
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
活
動
を
し
て
い
る
と
き
が
一
番
楽
し
い
で
す
」
と
話
す
建
山
さ

ん
は
、
子
ど
も
た
ち
に
、
お
や
じ
の
す
ご
い
と
こ
ろ
を
見
せ
た
い
と
思
い
、
平
成
十
五
年
に

伊
集
院
小
お
や
じ
の
会
に
入
会
、
今
年
四
月
か
ら
は
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
お
や
じ
の
会
は
、
父
親
が
教
育
活
動
や
学
校
の
場
に
参
加
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
り

た
い
と
の
思
い
か
ら
年
間
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
中
の
一
つ
、
毎
年
七
月
に
行
わ
れ
る
親
子
い
か
だ
下
り
で
は
、
初
め
て
参
加
す
る
方

の
た
め
に
、
約
一
カ
月
前
に
親
子
い
か
だ
作
り
教
室
を
開
き
、
当
日
は
神
之
川
の
ご
み
拾
い

の
後
、
午
後
か
ら
い
か
だ
下
り
を
し
ま
す
。「
こ
の
と
き
、
お
父
さ
ん
や
子
ど
も
た
ち
が
楽

し
そ
う
に
参
加
し
て
い
る
姿
を
見
る
の
が
、
う
れ
し
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
活
動
の
後
の
反
省
会
（
飲
み
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
の
中
で
、
今
年
は
新
し
い
活
動
を

し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
八
月
に
ス
イ
ミ
ン
グ
教
室
も
実
施
し
ま
し
た
。 

　
そ
ん
な
建
山
さ
ん
の
楽
し
み
は
、
魚
釣
り
。「
以
前
は
一
カ
月
に
一
回
は
海
に
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
最
近
は
、
仕
事
や
お
や
じ
の
会
の
活
動
の
合
間
を
見
て
、
三
カ
月
に
一
回
ぐ
ら

い
に
な
り
ま
し
た
。
将
来
は
自
分
の
船
が
持
て
れ
ば
い
い
な
」
と
話
し
ま
す
。
取
材
を
し
た

こ
の
日
も
、
仕
事
を
終
え
て
か
ら
、
お
や
じ
の
会
の
打
ち
合
わ
せ
（
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
に

つ
い
て
）
に
行
く
合
間
で
し
た
。「
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
や
自
分
た
ち
も
楽
し
み
な

が
ら
、
先
生
方
と
も
気
軽
に
懇
談
し
、
父
親
ど
う
し
の
親
睦
を
深
め
る
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
で
す
」 

日吉支所から車で１分 

Access

扁額「医王宝殿」（日吉地域） 

内村　三郎さん（75歳） 東市来町長里 

　伯父が、美山の窯元であったため子ども
のころから、焼物に携わって60年以上にな
ります。現在は、公民館講座の講師を務め
ていて、月１回13人の生徒さんに、陶芸を
教えています。「陶芸の土は自分の思い通り
に動きます。丁寧に扱えば丁寧に。力を入
れすぎると思うような作品ができません」
と内村さん。また、平松保育園の園児にも、
毎月第１木曜日に手びねりでのマグカップ
作りなど陶芸の楽しさを教えています。「こ
れからの目標は80歳までに、唐草模様の甘
酒半胴（あまざけハンズ）を作ること。こ
れからも、たくさんの作品を生徒さんとい
っしょに作って行きたいですね」 

　
み
な
さ
ん
、
ネ
イ
ル
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
い
う
仕
事
を
知
っ
て
い
ま

す
か
。
つ
め
に
マ
ニ
キ
ュ
ア
を
ぬ

る
仕
事
で
す
。 

　
私
の
将
来
の
夢
は
、
ネ
イ
ル
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
で
す
。
そ
の
わ
け
は
、

お
母
さ
ん
が
や
っ
て
い
た
の
を
見

て
、「
き
れ
い
」
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。
私
が
自
分
で
や
っ
て
み
た

ら
、
手
が
ふ
る
え
て
し
ま
い
ま
し

た
。 

　
テ
レ
ビ
を
見
て
み
る
と
、
タ
レ

ン
ト
さ
ん
で
、
す
ご
く
か
わ
い
い

の
を
し
て
い
て
、
ま
す
ま
す
ネ
イ

ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
な
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
百
円
シ
ョ
ッ

プ
へ
行
っ
て
み
る
と
、
た
く
さ
ん

の
種
類
が
あ
り
ま
し
た
。
ラ
メ
を

使
っ
て
い
る
の
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
私
は
、
一
日
で
も
早
く
ネ
イ
ル

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
な
っ
て
、
た
く

さ
ん
の
人
の
つ
め
を
き
れ
い
に
、

か
わ
い
く
し
た
い
で
す
。 

　
そ
し
て
、
お
客
さ
ん
に
こ
の
店

に
来
て
よ
か
っ
た
と
満
足
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
。 

わ
た
し
の
夢 

伊
作
田
小
学
校
六
年
　
柿
本
　
朱
里
さ
ん 

か
き
も
と
　
　
　じ
ゅ
り 

 

へん がく　　 い　おうほうでん 

『陶　芸』 

 

ろく　おんいんどのだいかん 

　日吉地域日置地区にある明信寺本堂の、正面廊下の
上に「医王宝殿」と書かれた額が掲げられています。
この額は足利幕府３代将軍義満（1358～ 1408）が書い
たものだとされています。足利義満は金閣寺を造った
ことなどで知られています。 
　額の左側に小さく「鹿苑院殿台翰」という文字が書
かれています。「鹿苑院」とは、京都の相国寺に義満が
建てた修禅道場のことで、義満の法名も「鹿苑院」と
言います。「台翰」は書に対する敬語です。従って「鹿
苑院殿台翰」とは、「足利義満殿が書かれた」という意
味になると思われます。 
　江戸時代に書かれた『三国名勝図会』（1843）による
と、この扁額は鶴田の大願寺にありましたが、川内の
太平寺を経て鹿児島の南泉院に掲げられたとされてい
ます。その後、日置島津家（島津氏の分家、日吉地域
南部を領有）の菩提寺大乗寺に納められたようです。
廃仏毀釈の後に、日置島津家
の秘書であった古川直衛がこ
れをもらい受け、子孫の方が
昭和30年に明信寺に寄進され
ました。 
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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 
総人口　52,249人（15） 

　男　　24,443人（13） 

　女　　27,806人（　2） 

世帯数　22,453　（　4） 
10月1日現在 （　）は前月比 

夢にときめけ ! 明日にきらめけ ! 
　住吉小学校では、昼食後のひとときを、

6年生親子による寸劇で楽しませてく

れました。 

（「住吉小運動会」P7関連記事） 
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豊 

こ 

　
平
成
十
九
年
四
月
田
代
東
・
田

代
西
集
落
が
統
合
し
て
、
新
た
に

発
足
し
た
田
代
自
治
会
。
東
市
来

地
域
の
北
東
に
位
置
し
、
平
成
二

十
年
十
月
一
日
現
在
で
百
七
十
三

世
帯
、
四
百
三
十
三
人
が
暮
ら
し

て
い
ま
す
。 

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
地
域
で
す
が
、

自
治
会
が
統
合
し
て
丸
一
年
が
た
ち
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
自
治
会
活
動
や

伝
統
芸
能
、
ま
た
、
上
市
来
校
区

全
体
で
の
活
動
な
ど
に
、
地
域
住

民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

地
域
全
体
を
「
和
」
の
心
で
盛
り
上
げ
る 

田
代
自
治
会（
東
市
来
地
域
） 

た
　
し
ろ 

田代自治会 
（東市来地域） 

▲夏休み期間中の朝読み 

▲重平山登山 

▲農村振興大会 ▲石神正明会長 

か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
、
田
代

自
治
会
。
平
成
十
九
年
四
月
に

田
代
東
・
田
代
西
集
落
が
統
合
し
て

二
年
目
に
入
り
、
自
治
会
活
動
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
全
体
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

月
は
、
田
代
集
落
の
営
農
に
つ

い
て
活
動
発
表
を
行
う
集
落
の

農
村
振
興
大
会
を
開
催
。
地
域
外
か

ら
講
師
を
招
き
営
農
等
に
つ
い
て
、

講
演
な
ど
を
し
ま
す
。
八
月
十
四
日

に
は
、
青
壮
年
部
が
中
心
と
な
り
夏

祭
り
を
開
催
。
こ
の
夏
祭
り
に
は
、

お
盆
に
帰
省
さ
れ
た
方
な
ど
、
地
区

内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
ま

す
。 

成
会
活
動
も
盛
ん
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
毎
年
夏
休
み
期
間
中

は
、
毎
朝
ラ
ジ
オ
体
操
の
後
、
地
域

の
有
線
放
送
設
備
を
利
用
し
、
一
人
、

二
分
程
度
一
日
、
二
人
か
ら
三
人
、

朝
読
み
活
動
を
し
ま
す
。
こ
の
と
き

は
、
各
家
庭
で
練
習
を
し
て
き
ま
す
。

ま
た
、
集
落
の
み
な
さ
ん
が
、
こ
の

放
送
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

年
、
十
一
月
の
第
三
土
曜
日
に

重
平
山
登
山
と
地
域
の
史
跡
を

め
ぐ
る
歩
こ
う
会
を
行
い
ま
す
。
こ

の
登
山
の
前
に
は
、
自
治
会
で
集
落

林
の
手
入
れ
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。 

主
防
災
組
織
の
活
動
は
、
年
二

回
行
わ
れ
、
八
月
に
は
市
消
防

本
部
か
ら
職
員
を
招
き
消
火
器
訓
練

お
よ
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
を
使
っ
た
救
命
救
急
訓
練
、

ま
た
、
二
月
に
は
、
東
市
来
分
団
指

導
に
よ
る
、
消
火
栓
を
使
っ
た
放
水

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

の
ほ
か
に
も
、
五
月
に
伊
勢
神

社
と
智
賀
尾
（
ち
か
お
）
神
社

に
奉
納
さ
れ
る
伝
統
行
事
の
棒
踊
り

や
集
落
運
動
会
、
敬
老
会
、
健
康
づ

く
り
の
た
め
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
な
ど
を
開
催
。
ま
た
、
二
年
ご

と
に
行
わ
れ
る
一
日
研
修
旅
行
な
ど

地
域
全
体
の
「
和
」
を
大
切
に
し
、

親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。 

れ
か
ら
も
、
地
域
の
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
一
体
と
な
り

伝
統
・
文
化
・
自
然
を
生
か
し
た
、

田
代
興
し
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
開
催
し
て
行
き
た
い
で
す
。 

六 育 

毎 自 

こ 
市の面積　253.06㎞2




